
昭和54年12 月号 学

第196号 （昭和54年12月）

目 次
関 係 法 令
学 内 規 則

富山大学 事務組織規則の一部改正 ……………...・H・·2

. 1 
・・・2 

富山大学人文 学部規則の一部改正 ...・H・－ －－…………..2 
富山大学 事務電算化委員会 規則の制定 一……・……4

諸 会 議 ・－… ・………………………H・H・・H・H・·4

人 事 異 動
学 内 諸 報
海外渡航者

4
5
5
5

 

学 内レクリエ ション

職 員 消 息
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報 第19 6号

o 国家公務員 共済組合法施行令の一部を改正す
る政令（313)

o 国家公務員 共済組合の更新組合員 等て、代用教
員 等の期 間を有するものが申出をした場合に

おける長期 給付に関する措置等に関する政令
(31 4) 

規 則

。現行の法律， 命令及び規則の廃止の一部を改
正する規則1J（人 事院1 - 4 ) 12・12

0初任 給， 昇格， 昇 給等の基準の一部を改正す

12・28

12・28

5 

る規則（同9 -8) 
o通勤手当の一部を改正する規則（同9 -2 4) 
0初任 給調繋手当の一部を 改正する規則｛同9

-3 4) 

0住居手当の一部を改正する規則J（同9 -54) 
o教職 調整額の支 給方法等の一部を政正する規

Qi] （同9 57 )  
0最高 号俸を超える俸 給 月額を受ける職員の俸

給の切替えに関する規則（同9 ー7 3) 12・12
0俸 給の調笠額の一部を改正する規則1J （同9 ー

- 6) 12・2 0
0職員 の身分保障の一部を政正する規則（同1 1

12・12
12・12

12・ 12
12・12

12・12

- 4) 12・28
一－－ ' a:. 示

。外 国あて通常郵便物の送 達等に関し外 国郵政
庁で定め る条件に関する件の一部を改正する

件（郵政797 )

関 係 法 A.. 
守司

／官報掲L
I載 月日／

法 律
。一般職の職 員の 給与に関する法律の一部を改
正する法律（ 57)

0特別職の職員の給与に関する法律の一部を改
正する法律（ 58)

。 昭和四十二 年度以後における国家公務員共済
組合等からの 年金の額の改定に関する法律等

の一部を改正する法律（ 72)

12・12

12・12

12・28

政 令
。 昭和四十二 年度以後における 国家公務員 共済

組合等からの 年金の額の改定に関する法律施
行令の一部を改正する政令（312) 12・28

12・ 11
0外 国あて小包郵便物の送 達等に関し外 国郵政

庁で定め る条件に関する件の一部を改正する
件（同798) 12・11

0郵便に関する条約により外 国へ郵送すること
を許きない 物品の一部を改正する件（同799) 12・11

0外 国あて通常郵便物の送 達等に関し外 国郵政
庁で定め る条件に関する件の一部を政正する

件（同804) 12・15
0外国郵便為替等に適用する外 国貨幣換算割合
の件の別表を改正する件（ 同8 05) 12・17

（同842) 12・26
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昭和54年12月号 学 報 第196号

学 内 規 則

富山大学事務組織規則の一部改正

富山大学事務組織規則の一吉I＼ を 改正する規則 を 次のとお

り制定する。

昭和54年12月11日 富山大学長 柳田 友道

富山大学事務組織規則の一部を改正する規則

富山大学事務組織規則（昭和39年1月 1 日制定）の一部

を 次のように改正するの

第7条第14号 を 次のように改める。

(14) 削除

第8条第11号以下 を 1 号ずつ繰り下げ， 第10号の次に次

の1号を加える。

(IJ) 共済組合（人事課の所掌に属する事務 を 除く。）臼関

すること。

附 則

この規則は， 昭和55年1月1日から施行する。

富山大学人文学部規則の一部改正

富山大学人文学部規則の一部 を 改正する規則 を 次のとおり制定する。
昭和54年12月21日

富山大学人文学部規則の一部を改正する規則

富山大学人文学部規則lj （昭和52年5月16日制定）の一部 を 次のように改正する。
別表中 人文学科の表 を 次のように改める。

人文学科

授 業 科 目

哲 学 概 論

西洋哲学史概説

史 学 概 論

人 文 地理学概論

文 化 人 類学概論

日 本 思 想 史

中 国 思 想 史

東 洋 思 想 史

西 洋 思 想 史

日 本 史 学 史

中 国 史 学 史

西 洋 史 学 史

※哲 学 概 論

哲 学 特 殊 講 義

哲 学 演 習

哲 学 講 読

倫 理 学

美 学

宗 教 学

心 理 学

※ 西洋哲学史概説

西洋哲学史特殊講義

授業科目 及び単位数

授 業 干斗 目

富山大学長 柳田 友道

※印は再掲授業科目 を 示す

単位数｜必 修｜選 択

2 

2 

2 
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2

2

2

2

2

2
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II 
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古 文 書 学

日本史史料 講 読

Aq
Aq
A性

nhv
A－

東洋史史料講 読

東洋史 学 演 習

西 洋 史 概 説

西洋史 特 殊講義

※ 西 洋 史 学 史

A守

りL

A崎星

。，“

つfM

ハb

o0

4‘

。ム

Aせ

っ＆

氏U

FO

。。

。ム

ワμ

ヮ“

。L

PO

PO

RU

つb

A－‘

っb

Aせ

っ＆

つfM

戸b

QU

A宅

つゐ

Aせ

っL

ぷU

氏U

RU

つん

のム

ヮ“

つω

ιU

民U

。。

つρ

山武－
一

ua

Ti

l
－

i
l

l－
－

 

修
一－

9U

7－
つ＆
nL
つん

必
一

ー
ーム

111
1
1

数位

2

2

山
早

一 2 一



昭和54年12月号 品同ーチ 第196号報

西 i羊 古 典 三ロ五口 4 4 文化 人 類学演習 6 6 

西洋史史料講読 4 4 言 量口五口 寸－日 概 王aまi岡� 6 6 

西 洋 史 学 演 習 6 6 言語学 特 殊講義 12 12 
呈J差 古 学 概 圭d� 4 4 3閏.,, 声 学 4 4 

考古学 特 殊講義 8 8 文 献 学 4 4 
ノ豆＼ 石 文 学 2 2 圭E主ヨ, 量ロ五ロ 学 j寅 習 6 6 

I也 史 学 2 2 地域文化特殊 講 義 6 6 

考 古 寸＝ー． 実 習 6 6 地 域 文 化 演 習 6 6 

考 古 戸－f:. i寅 習 4 4 文 化 構 1、全旦.• 呈日t間b、 4 4 

※人 文地理学慨論 2 2 文 化構造研 究 4 4 

人文地理学特殊講義 10 10 文化 基礎 演 習 2 2 

1也 理 ’学 史 4 4 卒 業 吾日d間� 文 10 10 

人文地理学実習 4 4 

人文地理学演習 4 4 

※文化人類学概論 2 2 

先 史 人 ま買 主日F間ム 2 2 

民 族 f日き，てl七ム、 8 8 

民 イ谷 学 4 4 

文 化 ネ土 iヱ〉ス、 学 4 4 

人 間 生 宵，＂�，、 学 4 4 

備考 他学部の専門教育科目のうちから選択履修したものも自由選択科目として， 卒業に必要な単位数に数える
ことができる。

別表中語学文学科の表のうち，

「｜国語学 特 殊 講 義I s I 

「｜※ 中 国 思 想 史I 2 I 

I s I」 を 「｜国語学特 殊 講 義112 I 
I 2 ! J を 「｜ ※ 中 国 思 想 史I 4 I 

「｜ロ シ ア語学講読I 4 I I 4 

ロ シ ア語学 演 習I 4 I I 4 

※ロ シ ア 文 学 史 I 4 I I 4 

※ロ シ ア 文学講読 I 6 I I 6 

ロシア文学特殊講義 I 8 

I 

i 8 I」
「i比 較 文 学 演 習I 4 I I 4 I 

｜フラン ス文学講読I 4 I I 4 I J 

改める。

附 則

この規則は， 昭和54年12月21日から随行し 昭和54年10月1日から適用する。
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昭和54年 12月号 学

富山大学事務電算化委員会規則の制定

富山大学事務 電算化委 員会 規則を次のとおり制定する。
昭和54年 12月21日

富山大学長 柳田 友道
富山大学事務電算化委員会規則

（ 設置）
第1条 富山大学（ 以下「本学Jという。）に， 富山大学事

務 電算化委 員会 （以下「 委 員会 jという。）を置く。
（目的）

第2条 委 員会 は， 本学（ 経営短期大学部を含む。）におけ
る事務の 電算化（ 以下「事務 電算化」とL寸。）に関し，
次の事項を審議 する。
(1) 事務 電算化の推進及ぴ実施計画の策定
\2) 事務 電算化対象業 務の選定
(3) その他事務 電算化に関し必要な事項

（組織）
第3条 委 員会 は， 次の委員をもって組織する。

(1) 事務局長
(2) 事務 局の部長
(3) 学生部 次長
(4) 課長及ぴ事務長

2 その他委員会 が必要と認めたときは， 委 員以外の者の

出席を求めることができる。

（委 員長）
第4条 委 員会 に委員長を 置き， 事務局長をもって充てる。
2 委 員長は， 委 員会を招集し議長となる。 ただし， 委員
長に事故あるときは， みらかじめ委 員長の指名した委 員
がその職務を行う。

（ 専門部 会）

報 第196号

第5条 委員会 に 専門部会 を置く。
2 専門部会 は， 委 員長から付託された事務 電算化に関す
る 専門的事項の調査検討及ぴ事務 電算化の導入に関する

業 務等を処理する。
3 専門部会 に関し必要な事項は， 委 員会の 議を 経て事務

局長が別に定める。
（ 幹事）

第S条 委 員会 に幹事を置き， 庶務課， 主計課及び学生課
の課長補佐をもって充てる。

（庶務）
第7条 委 員会 の庶務は， 庶務部庶務課において処理する。

附 買lj

この規則は， 昭和54年12月21日から施行する。

諸 AQ
宮 議

昭和54年度第10回評議会（12月21日）

ζ報告事項〉

( 1）国大協第65回総会 について

(2）教官人事について

く審議事項〉
( 1）寝山大学の入学式及び 卒業 証書授与式の開催日につい
て

(2）富山大学事務 電算化委員会 規則の制定（ 案） について
(3）富山大学人文学部規則の一部改正（案） について
(4）昭和55年 度富山大学共通第1次学力試験の実施につい
て

(5）南山大学教育専攻科の学生募集要項について

人 事 異 動

区異動分 I 発令年 月日 l｜ 氏 名 異 動 前の 所 属 官職 異 重1J 内 i:言、T' ｜任命権者
54. 12. 1 I小酒俊司 技術 補佐員（ 経理部 主計課）

！�学
長

II l北 山 行 宏 II 

II ｜小橋正由l II II II 

II 技能 補佐員（施設諜汽かん士） II 木 村 寅
II ｜目 盛 枝 臨時用務員（教育学部 作業 員） II 

54. 12 . 21  I 藤 田 )I慎 子 ｜ ｜事務補佐員（ 学生課） II 
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昭和54年 12月号 学 報 第196号

昇任I 54. i2 . i I西 川 友 之｜講師 （教育学部） 助教授 （教育学 部）

54. 12 . 1 I川 西 洋 子 ｜事務補佐員（人文学部・理学部） I 54. ii. 30限り退職

文 部大臣

富山大学 長

辞職I 54. i2. 3 1  I黒 田 信 吉｜教養 部庶務 係長 II 

II 吉 出 勝｜教務補佐員 （教養部）

辞職 を承認

辞職 を承認 II 

学 内 諸 報

海 外 渡 航 者

氏 名i所 属｜官 職l 波航 の種類 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間

小林 貞作｜理学部｜教 授｜海外研修旅行｜中華人民共和 国
中国農学会主催「ゴ？生産開発」 I 54. 12 . 7 

のための研究技術交流 I 54. 12. 14 

ハワイ島 の火山 の地質学 的調査I54. 12 . 25 
小林 武彦｜教 養 部｜助教授 II ア メ リカ合衆国 およびハワイ火山観測所での意 ｜ I 

学内レクリエーション

険文化部会

0教職員文化展
開催月日 11月7 日制～9 日幽

場 所 学生会館
展示作品 華道班13点， 手芸班6点， 書道班11点，

絵困班12点， 写真班9 ｝，丸 盆景班 7 点
。座談会 「筆について」
実施月日 11月lOBU:l
士会 所 経済学部小会議室

講 師 教育学部 鵠木利雄教授
0 I也場産業見学
実施月日 11月17日印

見学 先 庄川町 ・木地木工， 井・波町 ・井波伝統
産業会館

職 貝 消 ，息

〈住所変更〉

教育学部

教 諭 西聖子 秀夫

経済学部

教 授 森薗 英輔

文部事 務官 長崎 ↑吾

見交換 I 55. 1 . 9 

工学 部

助 手 石原 外美

主 要 日 誌

本 部

12月 4 日 第6団事務協議会
高等学校と大学と の懇談会

15日 給与法改正関 係説明会 （於 東京大学）
18日 昭和54年度第2 回富山大学共通第 1次

学力試験実施委員会
事務局， 新庁舎に移転完了

21日 第10 回評議会

｜ 文 理 学 部 ｜
12月22日 後学期第10週授業終了

｜ 人 文 学 部 ｜
12月 5日 合同 （人文・理学）職業補導委員会

17日 教務委員会
19日 教授会

職業補導委員会
22日 後学期第10週授業終了
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昭和54年12月号 学 報 第196 号

教育学部 17日 工学部教職員厚生事業運営委員会
19日 教授会

工学研究科委員会

専任教授会
22日 授業終了（第10週）
28 日 事務連絡会議

12月3 日 教育実習運営協議会

8 日 附属養護学校 新入学児童生徒発表

10日 教育工学センター設置検討 小委員会

12日 教務委員会
人事教授会

附属幼稚国 新入園児発表

17日 学部図書委員会
19日 入試検討委員会

教授会
附属幼稚園第2学期 終業式

22日 附属 小学校第2学期 終業式

附属中学校第2学期 終業式

附属養護学校第2学期 終業式

26日 教務委員会
29 日 冬委休業 （ 昭和55年 1 月 5日まで）

教 養 部
12月 5日 教授会

教授 のみ の教授会
12日 教養 部将来計画委員会

講演会 演題 エネルギー問題と石炭 の有効利用
講師 真 田 雄 三

13日 富山大学教養 部公開講座 終了
19日 講演会 演題 乱雑と整然 の物理学

講師 安 達 健 五

｜ 経済学部 ｜ 附属図書館

12月 5日 第14 回教務委員会
第15回人事教授会
第14 同教授会

17日 第4回学部図書委員 会
18日 第4 回財務委員会
19日 第15回教務委員会

第15回教授会
22日 授業（ 後学期前半 ）終了
25日 第 1 回助手採用検討委員会 （仮称 ）

理 学 日
12月5日 合同 （人文・理学 ）職業 補導委員会

12日 教授会
職業 補導委員会

22日 後学期第10週授業終了
25日 人事教授会

工 学

12月 3 日 商議会
24日 商議会

｜経営短期大学部｜
12月12日 法商 経系事務長連絡会 （於静岡大学 ）

13日 第12回教授会
22日 授業終了

12月5日 将来計画委員会
7 日 高岡消防署員の指導による火災予防訓練
12日 交通 対策委員会

教務委員会

編 集 富 山 大 学 庶務部 庶 務 課
富山市五福3 1 9 0 
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